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移動図書館「あづま号」（富岡町：7/30） 
～本がつなぐ笑顔の輪  移動図書館「あづま号」がやって来る！～ 

今回の「あづま号」巡回で出会ったのは、本が呼び覚ます「人の記憶と温かい会話」でした。富岡共生サポートセ

ンターで、父親への想いとともに『ビルマの竪琴』を探す姿や、デイサービスセンターもとまちでの夏祭りと読書の笑

顔。本は単なる情報ではなく、人生の思い出に寄り添い、人と人を結ぶ架け橋となっています。 

移動図書館は、誰もが等しく学べる機会を届けるとともに、孤立を防ぎ地域を温かくつなぐ重要な役割を担ってい

ます。これからも読書を通じた生涯学習と豊かな地域コミュニティづくりを推進してまいります。 

〜想い出と再会する場所〜

午前中に訪問した富岡共生サポートセンターでの出来事です。 

「あづま号」に積まれた本を前にやって来た女性が、スタッフに声をかけてきま

した。「ねえ、『ビルマの竪琴』はありますか？ 18歳のときに読んだ本です。私の

父が戦争に行って帰ってこなかったので…。どうしても思い出深い、その本を探し

ていました。」 父親との思い出と幼い頃の記憶を胸に、一冊の本を探される姿

に、その場にいたスタッフも深く胸を打たれました。（あづま号が運んで来る本は、

新しい本が多いそうです。）  

移動図書館「あづま号」は、ただ本を貸し出すだけの場所ではありません。一

人ひとりの人生の記憶や大切な想いにそっと寄り添い、忘れられない一冊と再

会できる温かい場になっていることを実感した瞬間でした。 

 

 

読書と夏祭りで笑顔いっぱい！ ～温かいおもてなしのひととき～ 

午後に訪問したデイサービスセンターもとまちでは、ちょうど賑やかな夏祭りが

開催されていました。  

◇お祭り気分を満喫： 華やかなお祭りはっぴを着た利用者のみなさんが、手作り

の「金魚すくい」を楽しんだり、冷たいお茶を味わったりと、会場は終始笑顔に包ま

れていました。 

◇「あづま号」とのコラボレーション： 夏祭りの賑わいの中、「あづま号」の訪問を

心待ちにされていたみなさんが本棚の周りへ。お気に入りの本や昔懐かしい物語

を手にとり、お祭りの楽しさと読書のワクワク感を同時に味わう特別な時間となり

ました。 

【相双地域における移動図書館の役割について】  震災後の復興や地域コミュニティの再構築が進む相双地域に

おいて、移動図書館の定期巡回は極めて重要な役割を担っています。 移動手段が限られる高齢者や施設利用者に

とって、自ら図書館へ足を運ぶことは容易ではありません。 車両いっぱい本を積んで、地域や施設に訪問する「あづ

ま号」への期待は、年々高まっています。本との出会いや学びの機会を設けてくださることに感謝いたします。（富岡町

図書館司書） 


